
次
世
代
低
消
費
電
力
型
地
震
計
測
装
置
の
開
発

一
体
型
小
型
防
水
筐
体
で
デ
ー
タ
収
集
を
省
力
化

株式会社計測技研

次世代低消費電力型地震計測装置の開発

　当社はかねてからリモート計測、

低消費電力計測装置の技術におい

て強みを持ち、防災科学技術研究

所Hi-net、F-net地震観測網、火山

観測網において機器やソリューショ

ンを採用されている。

　また、臨時観測用途に機動的稠

密 地 震 観 測 用 デ ー タロガー

（HKS-9700）を製造販売してい

るが、センサ、2次電池、太陽光パネ

ルは個別設置であるため、大きさ、

人力によるデータ収集等さまざま

な制約から数百点規模が限度とい

う課題があった。

　そこで本事業では当社の低消費

電力技術をさらに高度化し、セン

サ、2次電池、データロガー、太陽光

パネルを防水筺体で一体化させ

た、小型で低コスト、超多点稠密地

震観測装置の開発を行ない、今ま

でにない1万点規模の観測が行な

える機器を目指す。

　データ転送部には3G通信を採

用し、データ収集及びメンテナンス

の省力化を図る。

○小型データロガー部

　（収録装置）の試作

　全体的に低電圧化、部品点数削

減を進めた。また、可能な限り小型

部品を採用し、基板の高密度実装

化及び多層化を進め、基板サイズ

の縮小を図った。さらに、基板は分

割し、最終的に４層スタック構造と

することで全体的な小型化を図っ

た。本試作品での最終的なサイズ

は以下である。

○高効率電源制御部

　（充放電制御部）の試作

　電源レス環境での自立運用を可

○一体型小型防水筐体への実装

　 内寸135W×104D×95H

（㎜）の小型防水筐体内の下層に地

震計センサ部、Ni-MH二次電池を

配置し、上層にデータロガー、電源

制御部を収納する。比較的電波状

態（GPS、3G回線共）が良好な場

所では、アンテナ位置が地上高さ

約160㎜程度の筐体内であって

も、問題なく送受信できており波形

を収録することができた。また、そ

のデータの正常性としても良好な

データを収録することができた。

○THDについて

　ディストーション試験を1CH～

能とするため、2W太陽光パネルと

5Ahニッケル水素二次電池による

MPPT充放電制御システム、高効

率電源を供給するための電源部の

試作を行った。充放電部としてのス

ペックは以下である。

○地震計センサ部の試作

　超低消費電力化と低コスト化に

向け、センサは電源不要であり、S

／N比が120dB以上、小型でコス

トが安価である4.5Hz速度計を採

用することした。

　上下、南北、東西の3成分を実装

できる円筒形のセンサホルダを試

作し、これに速度計を実装。

2120

3CHすべて規格値である0.001％

以下を満たす性能を確保。実測値

は0.0005％以下を満たしており、

スペックを0.0005％以下として

も問題ない結果が得られた。

○ダイナミックレンジについて

　システムノイズ試験を行い実測

値として131dB程度のダイナミッ

クレンジを得られた。規格値の

120dB以上を大幅に超える結果

であり、量産化に向けてダイナミッ

クレンジの性能を落とすことで、さ

らなる低電力化の可能性がある。

○消費電力について

　3G通信も含めて平均消費電力

0.171Wの性能を得られた。収録

のみの平均消費電力は0.1W以下

である。目標の収録時0.1W以下、

3G通信を含め0.2W以下を実現

できる成果が得られた。

事業の背景・目的

事業内容

ロガー寸法：
47W×110H×33D（㎜）
アンテナ寸法：φ8×50H（㎜）

充放電制御部のスペック
太陽光発電：2W、6V
太陽光パネル接続枚数：１枚
二次電池：Ni-MH（単3、4直、
4.8V）×2セット
連続無日照：5日

センサ部のスペック
固有振動周波数：4.5Hz
コイル抵抗：4000Ω
感度：82V/m/s
（2.54V/in/ｓ）
ダンピング抵抗：18.2kΩ
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○生産転用

　試作データロガーの試験運用を

行い、性能及び運用性が認められ

れば生産増が見込まれる。そのた

め、試作開発に使用した各種試験

装置について、平成27年8月を目

途にデータロガー生産のための転

用を行う予定である。

今後の展望

株式会社計測技研

○事業化スケジュール

　1～3年目に関しては、試験運用

を見込んでおり50万円/台程度の

価格を目指す。この時期は主に基

礎データ収集と運用性の確認を行

い、2年目以降の量産開発への

フィードバックを行う。3年目以降量

産時期に入りコストダウンと量産効

果により、30万円／台程度での価

格を目指す。 年1,000～2,000

台を売り上げ、数カ年かけて

10,000台販売を見込んでいる。

　また、本事業成果を活用し、水平

展開を行うことで、物理探査への販

路開拓が可能である。

　5年後には、年間30,000万円

の売り上げ増を目指す。
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■計測制御機器の研究開発
■コンピュータ・周辺機器、ならびに応用ソフトの研究開発

事業内容

DATA

事業の成果
　試験観測で収録され、実際に

サーバへ転送されたデータであ

る。収録波形の時刻同期、データの

正常性を確認できた。また、本観測

において欠測はなかった。
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こいしや食品株式会社

バラエティ機能性食品「豆腐キューブ」などの
開発と製造・販売

　当社が本事業で市販市場に問う

製品等の市場ニーズは、以下のよ

うに捉えている。

●朝用：

　農林水産省の「平成 19 年度第

4 回食料消費モニター調査」によ

れば、朝食市場は欠食が多い上に、

ごはん食比率の低い市場である。

若年層（20～ 30 歳代、特に単

身者）に多く見られる朝食の欠食

は、年間約 56 億食、総額約 1.7

兆円の市場に相当する。この数値

に着目し、この市場に向けた味や

サイズの開発に取り組む。

●夕方用：

　農林水産省の平成 19 年度の

「農業食料関連産業国内生産額」

は、約 50 兆円とのことであるが、

そのうちの約４ %（2 兆円）を健

康食品市場が占めており、年々増

加している。不足しがちな栄養素

の摂取は、これまでサプリメントに

よるものが中心であったが、昨今、

できる限り自然に近い状態で摂取

することが求められている。

●間食用：

　農林水産省の菓子類出荷額の統

計によると、スナック菓子が該当す

る「その他の菓子」の市場規模は、

平成 16 年から 20 年の間に約

9.5％伸びている。また、和菓子

の市場は同じ期間に約 2％減少し

ているが、洋菓子の市場は約

13.6％増加している。この数値に

着目し、この市場に向けた風味や

形状、食感の開発に取り組む。

①豆腐フリーズドライ化と製品試

作に成功

　開発素材である豆腐をサイコロ

サイズ（キューブ形状）にカットし、

外注業者にてフリーズドライ加工

し、作成した。そのフリーズドライ

化した素材にチョコ原料等（抹茶

味含む）をコーティングし、サクッ

とした風味の「豆腐チョコ」（仮称）

を第1次試作品として完成させた。

②量産化対象製品「豆腐チョコ」

として第 2試作段階をクリア

　試作品において、製品品質上“ザ

ラザラ感”が強く、豆腐素材の“舌

触り良さ”とのバランスに試行錯

誤の上、チョココーティング量を含

め「豆腐チョコ」として製品を完

成させ、製品評価を実施した。

　各流通経路の関係業者に、製品

販売に関するヒアリングを実施しな

がら第 2 次試作品（量産化目的と

して）を完成させ、対象市場に対し、

テスト的な情報を収集する。
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事業の背景・目的

事業内容と成果


